
二条城障壁画 展示収蔵館　 令和7年度冬期原画公開　【 シリ ーズ―転調の花鳥】

御殿の奥の花鳥 ～〈 白書院〉四の間・ 帳台の間～

　 重要文化財（ 絵画） 二条城二の丸御殿障壁画の大半は、 徳川家

三代将軍
いえみつ

家光（ 1604-51） の時代、
かんえい   

 寛永 3 年（ 1626） の二条城大

規模改修に伴い、
か の う は  

狩野派の絵師たちによっ て描かれまし た。 今年

度は、「 シリ ーズ転調の花鳥」 と し て、 二の丸御殿の各棟の北東

にあたる部屋に描かれた障壁画に焦点を当てて紹介し ています。

各棟の北東の部屋の障壁画は、 他の部屋と 共通し つつも 、 異なる

特徴を持つ花鳥図が描かれています。

　 今回の展示では、 二の丸御殿〈 白書院〉 の北東にある四の間の

障壁画《
せっ ち ゅ う ばいちく り ゅ う し ょ う き んず

雪中梅竹柳小禽図》 と 帳台の間の障壁画《 秋草図》 を紹

介し ます。

〈 白書院〉 四の間と 帳台の間の障壁画

   二の丸御殿の奥に位置する〈 白書院〉 は、 主人の御座所と し て

使われた棟です。 江戸時代は「 御座の間」 と 呼ばれていまし たが、

明治時代に「 白書院」 と いう 名前が定着し たよう です。 一の間（ 上

段） のほか、 二の間 ( 下段 )、 三の間、 四の間、 帳台の間、 そし

て部屋の周囲の入側と 入側に接続する付属の間で構成さ れていま

す。 一の間は主人の居室で、 他の部屋はこ れを補助する役割を果

たし たと 考えら れます。

   〈 白書院〉一の間から 四の間の障壁画は
ぼ く が た ん さ い

墨画淡彩で描かれており 、

部屋ごと に画題が異なり ます。 一の間と 二の間は山水、 三の間は

山水人物、 四の間と 帳台の間は花鳥です。 狩野
え い の う

永納(1631-97) が

編纂し た『
ほ ん ち ょ う が し

本朝画史』 によると 、障壁画の画題には格付けがあり 、

山水、 人物、 花鳥の順に格式が高いと さ れています。〈 白書院〉

の各部屋の画題は、 こ の格式に沿っ たも のになっ ています。 一の

間から 四の間の水墨画の筆者は、 狩野長信 (1577-1654) と さ れま

す。

    四の間の障壁画には、 冬の景色が描かれています。 雪に覆われ、

白く 霞む景色の中で、 鳥たちが存在感を放ちます。 雪山を背景に

飛ぶ
ひ が ら

日雀、 竹の上で寄り 添う 雀、 水面をのぞく
ば ん

鷭、 積雪の柳にと

まる
し まひよ どり  

嶋鵯 、 水辺に群れる
さ ぎ

鷺。 特に、 2 羽の雀は「 眠り 雀」 と し

て古く から 親し まれ、 明治 19 年（ 1886） の「 日出新聞」 で二の

丸御殿の名画の一つと し て紹介さ れた記録も あり ます。こ こ には、

〈 大広間〉 に描かれた孔雀や
き んけいちょ う

錦鶏鳥などの珍し い鳥、鷲や鷹と いっ

た勇壮な鳥でなく 、 雀や鷭と いっ た素朴な鳥が描かれています。

凛と し た寒さ の中で健気に生き る鳥たちの姿は、 静かさ と 穏やか

さ を感じ さ せます。 さ ら に、 寒々し い冬景色の中で花開く 椿や梅

が、 たく まし い生命の息吹を添えているのです。

    帳台の間の障壁画には、〈 白書院〉 の他の部屋が墨画淡彩で描

かれているのに対し 、 濃彩や金箔が用いら れ、 秋の情景が表現さ

れています。 長押の上下で絵が分かれており 、 上には
し お ん

紫苑と
せ き ち く

石竹

の花が、 下には紅白の萩や
お み な え し

女郎花、 金箔押し の
し ば が き

柴垣などが描かれ

ます。 下から 湧き上がるよう に生い茂る萩は、 余白を活かし て描

かれ、 秋
さ

寂びの雰囲気を感じ さ せます。

二条城行幸 ( 寛永行幸と も ) に際し ての〈 白書院〉 改造

　 二条城は、 慶長 8 年 (1603) に徳川家康（ 1542-1616） によっ て

築城さ れ、 寛永 3 年の
ご み ず の お

後水尾天皇（ 1596-1680） の二条城行幸に

際し て、 も と も と の姿に手が加えら れまし た。 二の丸御殿は、 3

代家光のための御殿と し て大改造さ れ、〈 白書院〉 も 、 こ の時に

大き く 手が加えら れまし た。 現在の四の間と 帳台の間は、 かつて

は二の間と し て一室だっ たも のを分割し 、 二つの部屋へと 再構成

さ れたも のです。 創建当初は東側にあっ た二の間（ 現在の帳台の

間と 四の間） は、 一の間の南側へと 変更さ れ、 それに伴い、 一の

間の
し つら

設 えも 変更さ れまし た。 以前は西側に
と こ

床が向かっ て右、
ち がいだな

違棚が向かっ て左に配置さ れていまし たが、 現在のよう に北側に

床が向かっ て左、 違棚が向かっ て右と なり まし た。

    〈 白書院〉 は、 も と は主人が西を背にし て東を向く よう になっ

ていまし たが、こ の大改造で南向き になるよう 改めら れたのです。

主人が北を背にし て南向き に座ると いう と いう 中国の考え方は、

古く から 日本に取り 入れら れ、 公式な対面所は、 そのよう に整え

ら れまし た。 二の丸御殿の〈 大広間〉 と 〈 黒書院〉 の対面所も 、

も と から 主人が北を背に南面するよう になっ ていまし た。〈 白書

院〉 がこ のよう に変更さ れた理由を明確に述べるこ と はできませ

んが、 居室である〈 白書院〉 に、 公的要素が取り 入れら れたから

かも し れません。

    こ う し た建築の変更は、 障壁画にも 影響を与えまし た。 戸襖の

一枚（ 正面に向かっ て右側に展示） は、 帳台の間と 四の間で共有

さ れています。 こ れは、 も と も と 一室だっ た二の間を帳台の間と

四の間に分ける際、 東西に柱四間分ある幅を、 帳台の間は一間半、

四の間は二間半になるよう 区切っ た跡です。 改造に伴い描きなお

さ れたこ の戸襖には、 向かっ て左側に帳台の間の
すすき

薄 と 女郎花が、

向かっ て右側に四の間の雪をかぶっ た梅の枝と 竹が描かれまし

た。 一枚の戸襖を柱で隔てて二部屋にわたっ て使う も のであり 、

そのため異なる二つの絵が描かれているのです。 秋草と 水墨画の

間にある幅 20 ㎝ほどの変色箇所は、 柱の陰に隠れていた部分で

す。

     四の間と 帳台の間に、 ひそかに宿る花鳥。 その静かな命を知る

のは、 御殿の主人と 身の回り の者だけ。 穏やかな時が流れる空間

が、 二の丸御殿の最奥に息づいているのです。

　                                               降矢 淳子（ 元離宮二条城事務所学芸員）

　


